
は

し

め

に

日

蓮

聖

人

の

倫

理

観

―
―

「
正
直
」
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
―
―

「
倫
理
」
と
は
、　
一
体
如
何
な
る
概
念
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
和
辻
哲
郎
氏
に
よ
れ
ば

「
人
間
は
た
だ
社
会
に
お
い
て
の
み

個
人
た
り
得
る
と
と
も
に
、
ま
た
個
人
を
通
じ
て
の
み
社
会
た
り

得
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
構
造
の
原
理
が

「
倫
理
」
に
ほ

か
な
ら
な
い
」
Ｔ
）
と
述
べ
て
い
る
。

即
ち
、
倫
理
と
は
、

個
々

の
人
々
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
社
会
を
存
続
せ
し
め
て
い
る
根
本

的
秩
序
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
い
ま
、
仮
り
に
こ
れ
を
倫
理

の
概
念
と
す
る
な
ら
ば
、
日
蓮
聖
人

（以
後
、
聖
人
と
略
記
）
が

法
華
経
信
仰
に
よ

っ
て
構
築
す
る
宗
教
的
世
界
と
、
社
会
存
続
の

為
の
根
本
的
秩
序
た
る
倫
理
と
は
、
如
何
な
る
関
係
を
有
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

倉

橋

観

隆

そ
こ
で
、
こ
の
問
題

へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
、
倫
理
徳
目
の

一
つ
で
あ
る

「
正
直
」
に
注
目
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で

「
正
直
」
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
聖
人
は
、
し
ば
し
ば

「
正
直
」

と
い
う
こ
と
を
問
題
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば

『
法
門
可
被
申
様
之
事
』
に
は
、

世
間
に

正
直
の
人

な
け
れ
ば

大
菩
薩
の
す
み
か
ま
し
ま
さ

ず
。
叉
仏
法
の
中
に
法
華
経
計
こ
そ
正
直
の
御
経
に
て
は
を

は
し
ま
せ
。
法
華
経
の
行
者
な
け
れ
ば
大
菩
薩
の
御
す
み
か

を
は
せ
ざ
る
か
。
但
日
本
国
に
は
日
蓮

一
人
計
こ
そ
世
間
出

世
正
直
の
者
に
て
は
候

へ
。

（定
四
五
五
頁
）

と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
正
直
」
は
聖
人
の
宗
教
を
構
築
す

る
重
要
な
概
念
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
日

本
倫
理
思
想
史
上
に
お
い
て
も
、

「
正
直
」
と
い
う
こ
と
の
展
開
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は
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
こ
で
は

そ
の
論
及
は
避
け
る
が
、
和
辻
哲
郎
氏

っ
）
や
村
岡
典
嗣
氏

↑
）

内
藤
晃
氏

Ｔ
）
等
、
多
く
の
思
想
史
家
に
よ

っ
て
、
研
究
が
な
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、　
一
般
に

「
正
直
」
を
重
視
し
た

の
は
、
鎌
倉
中
期
以
後
に
成
立
し
た
伊
勢
神
道
に
お
い
て
で
あ
り

一
層
高
揚
さ
せ
た
の
は
、
南
北
町
時
代
の
北
畠
親
房
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
ま
た

一
方
で
、
鎌
倉
時
代
初
期
頃
の
説
話
集
等
に

も
既
に

「
正
直
」
の
説
示
は
処
々
に
み
ら
れ
、
社
会
全
般
に
か
な

り
重
要
な
倫
理
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
今
日
に
お
い
て
も
、
そ
の
重
要
性
は
変
わ
ら
ず
、
倫
理
の
中

心
徳
日
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
点
か
ら

「
正
直
」
を
取
り
上
げ
て
、
聖
人
の
こ

の
徳
日
に
対
す
る
考
え
方
を
小
考
し
た
い
。

さ
て
、
こ
の
考
察
に
当
た
り
、
本
小
論
で
は
、
『諌
暁
八
幡
抄
』

の
次
の

一
節
に
注
目
し
て
み
た
い
。

王
と
申
は
不
妄
語
の
人
、
右
大
将
家

・
権
大
夫
殿
は
不
妄
語

の
人
、
正
直
の
頂
、
八
幡
大
菩
薩
の
栖
百
王
の
内
也
。

（定

一
八
四
八
頁
）

更
に
、隠

岐
法
皇
は
名
は
国
王
、
身
は
妄
語
の
人
、
横
人
也
。
権
太

夫
殿
は
名
は
臣
下
、
身
は
大
王
、
不
妄
語
の
人
、
八
幡
大
菩

薩
の
願
給
頂
也
。

（定
二
八
四
八
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
「右
大
将
家
」
で
あ
る
源
頼
朝
と

「権
大
夫
殿
」

で
あ
る
北
条
義
時
は
、
「
不
妄
語
の
人
」

「
正
直
の
頂
」
と
さ
れ
、

一
方

「隠
岐
法
皇
」
で
あ
る
後
鳥
羽
上
皇
は
、

「妄
語
の
人
」
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
如
何
な
る
根
拠

を
以
て
、　
こ
の
よ
う
な
評
価
を
下
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
問
題
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
人
の

「
正

直
」
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
考
え
方
を
あ
る
程
度
明
確
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
遺
文
中

に
み
ら
れ

る
、
こ
の
三
者
に
対
す
る
記
述
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
検
討
を
加
え
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

０
　
聖
人
の
頼
朝
に
対
す
る
評
価

Ａ
、
源
右
大
将
軍
清
和
末
葉
也
。

（
『安
国
論
御
勘
由
来
』
定
四

二
三
頁
）

Ｂ
、
頼
朝
と
宗
盛
が
七
年
秋
津
島
に
た
ゝ
か
ひ
し
、

（
（
『開
目

抄
』
定
五
八
三
頁
）
。
他
、
定
五
八
二

・
八
八

一
・
八
九

一

～
二

・
九
八
九

・
一
七
七
五

ｏ
一
八
一
一
頁

Ｃ
、
例
せ
ば
頼
朝
右
大
将
家
泰
衡
を
討
ん
が
為
に
、
泰
衡
を
証
て

義
経
を
討
せ
、

（中
略
）
此
等
は
墓
な
き
人
人
の
た
め
し
な

り
。

（
『小
乗
大
乗
分
別
抄
』
定
七
七
四
頁
）
。
他
、
定

一
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五
〇
六
頁
　
　
　
　
　
　
　
お
や

Ｄ
、
大
将
殿
は
お
さ
だ

（長
田
）
を
親
の
か
た
き
と
を
ぼ
せ
し
か

ど
も
、
平
家
を
落
さ
ざ
り
し
に
は
頸
を
切
給
は
ず
。

（
『
崇

峻
天
皇
御
書
』
定

一
三
九
三
頁
）

Ｅ
、
人
王
八
十

一
代
安
徳
と
申
大
王
は
天
台
座
主
明
雲
等
の
真
言

師
等
数
百
人
か
た
ら
ひ
て
、源
将
軍
頼
朝
を
調
伏
せ
し
か
ば
、

還
著
於
本
人
と
て
明
雲
は
義
仲
に
切
ぬ
。
安
徳
天
皇
西
海
に

沈
給
。

（
『
兵
衛
志
殿
御
書
』
定

一
三
八
八
頁
）
。
他
、
定

八
八
四

・
一
七
四
二
頁

Ｆ
、
源
右
将
軍
と
申
せ
し
人
、
御
起
請
文
を
も

っ
て
あ
を
か

（会

加
）
の
小
大
夫
に
仰

つ
け
て
頂
戴
し
、
伊
勢
の
外
官
に
し
の

び
を
さ
め
し
か
ば
、
太
神
の
御
心
に
叶
は
せ
給
け
る
か
の
故

に
、
日
本
を
手
に
に
ぎ
る
将
軍
と
な
り
給
ぬ
。

（
『
新
尼
御

前
御
返
事
』
定
八
六
八
頁
）

Ｇ
、
大
将
殿
を
ほ
せ
あ
り
け
る
は
、
法
華
経
の
御
事
は
、
昔
よ
り

さ
る
事
と
は
き
き
つ
た
へ
た
れ
ど
も
、
丸
は
身
に
あ
た
り
て

二
の
ゆ

へ
あ
り
。

（中
略
）
さ
れ
ば
法
華
経
申
事
は
あ
り
が

た
き
事
な
り
。
頼
朝
は
武
士
の
大
将
に
て
、
多
の
つ
み
つ
も

り
て
あ
れ
ど
も
、
法
華
経
を
信
ま
い
ら
せ
て
候

へ
ば
、
さ
り

と
も
こ
そ
を
も

へ
と
な
み
だ
ぐ
み
給
け
り
。

（
『
南
条
殿
御

返
事
』
定

一
一
七
五
～
六
頁
）
。
他
、
定

一
五
八
五
頁

遺
文
中
に
み
ら
れ
る
頼
朝
に
関
す
る
記
述
を
Ａ
群
か
ら
Ｇ
群
の

よ
う
に
分
類
し
て
み
た
。

Ａ
群

ｏ
Ｂ
群
に
属
す
る
文
は
、
頼
朝
の
存
在
及
び
、
頼
朝
の
行

動
を
単
に
歴
史
的
事
実
と
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
殊
に

Ａ
群
で
は
、
頼
朝
の
系
譜
に
つ
い
て
触
れ
、
Ｂ
群
の
文
で
は
、
平

家
と
合
戦
し
、
勝

っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

Ｃ
群

・
Ｄ
群
に
属
す
る
文
か
ら
は
、
聖
人
の
人
格
的
な
面
か
ら

の
頼
朝
像
が
伺
え
る
。
殊
に
Ｃ
群
の
文
か
ら
は
、
自
己
の
政
権
獲

得
の
為
に
兄
弟
を
も
滅
ば
し
た
者
と
し
て
、
批
判
的
に
み
る
の
で

さ
る
。
Ｄ
群
の
文
は
、
勝
利
を
得
る
為
に
は
、
巧
み
に
駆
け
引
き

を
行
な
う
、
策
に
長
け
た
慎
重
な
人
物
と
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

Ｅ
群
に
属
す
る
文
は
、
源
平
合
戦
に
お
け
る
頼
朝
勝
利
の
原
因

を
清
盛
や
安
徳
天
皇
等
の
真
言
密
教
重
用
、
と
い
う
謗
法
に
よ
る

と
み
る
の
で
あ
る
。

Ｆ
群
の
文
は
、
聖
人
が
正
法
者
の
守
護
神
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る

↑
Ｘ

天
照
大
神

へ
の
信
仰
が
頼
朝
に
あ

っ
た
こ
と
に
よ
り

そ
の
神
の
意
志
に
適

っ
て
日
本
を
平
定
し
得
た
こ
と
を
評
価
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

Ｇ
群
に
属
す
る
文
で
は
、
頼
朝
が
法
華
経
を
尊
崇
す
る
根
拠
を

述
べ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
は
、
自
身
、
法
華
経
を
信
じ
た
こ
と
に
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よ

っ
て
、
平
家
と
の
合
戦
に
勝
利
し
、
父
親
の
仇
討
が
成
就
し
た

と
同
時
に
、
征
夷
大
将
軍
に
即
位
で
き
た
こ
と
。
更
に
は
、
所
従
、

大
橋
太
郎
の
息
子
が
法
華
経
信
仰
に
よ

っ
て
、
父
を
死
罪
か
ら
救

い
得
た
と
い
う
利
生
を
み
た
と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
体
験
に
よ

っ
て
、
頼
朝
は
、
法
華
信
仰
に
よ
る
救
済
を
確
信

し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
聖
人
は
頼
朝
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
逸
話

を
あ
げ
て
、
頼
朝
に
法
華
経
信
仰
が
あ

っ
た
こ
と
を
特
筆
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

以
上
、
概
観
し
た
よ
う
に
、
Ａ
群
か
ら
Ｄ
群
に
属
す
る
文
か
ら

は
、
歴
史
的
、
人
格
的
方
面
か
ら
の
頼
朝
評
価
が
伺
え
る
。
殊
に

人
格
的
な
評
価
は
、
慎
重
で
明
敏
の
よ
う
に
捉
え
る
も
の
の
、
政

権
獲
得
の
為
に
は
兄
弟
を
も
滅
ば
し
た
点
を
批
判
的
に
述
べ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
、
頼
朝
を

「
正
直
者
」
と
す
る
根
拠

は
見
出
せ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
Ｅ
群
か
ら
Ｇ
群
に
属
す
る
文
は
、
源
平
合
戦
と
い
う
歴

史
的
事
件
を
、
宗
教
的
次
元
か
ら
把
握
す
る
な
か
に
、
聖
人
の
頼

朝
評
価
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
頼
朝
の
勝
利
と
い
う
歴
史

的
事
実
を
見
据
え
な
が
ら
、
そ
の
根
拠
を
謗
法
者
で
あ
る
平
家
方

に
対
し
て
、
頼
朝
に
は
法
華
経
擁
護
の
天
照

・
八
幡
等
の
諸
神

へ

の
信
仰
を
含
め
、
法
華
経
信
仰
が
あ

っ
た
こ
と
に
求
め
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
、

『諫
暁
八
幡
抄
』
に

日
蓮
料
簡
云
　
百
王
を
守
護
せ
ん
と
い
は
正
直
の
王
百
人
を

守
護
せ
ん
と
誓
給
。

（定

一
八
四
八
頁
）

と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
正
直
者
」
な
る
百
人
の
王
を
守
護
す
る

誓
願
を
も
つ
と
す
る

？
）
八
幡
神
の
心
に
適
い
、
将
軍
に
な
れ
た

と
捉
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
考
察
す
る
と
、

「
正
直
者
」
と
は
、
世
間

の
人
や
事
象
に
対
す
る
よ
う
な
世
間
的
な

「
正
直
者
」
で
は
な
く

法
華
経
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
、
謗
法
を
犯
さ
ず
、
法
華
経
信
仰

の
あ

っ
た
者
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

０
　
聖
人

の
義
時
に
対
す
る
評
価

Ｈ
、
人
王
八
十
二
代
は
隠
岐
法
皇
と
申
。

（中
略
）
八
十
三
代
に

は
阿
波
院
。

（中
略
）
八
十
四
代
に
は
佐
渡
院
。

（中
略
）

此
の
二
三
四
の
三
王
は
父
子
也
。
鎌
倉
の
右
大
将
の
家
人
義

時
に
せ
め
ら
れ
さ
せ
給

へ
る
也
。

（
『神
国
王
御
書
』
定
八

八

一
頁
）
。
他
、
定
八
八
二

・
一
八
六

一
０
一
八
七
八
～
九

頁而
に
相
州
は
謗
法
の
人
な
ら
ぬ
上
、
文
武
き
は
め
尽
せ
し
人

な
れ
ば
、
天
許
国
主
と
な
す
。

（
『
下
山
御
消
息
』
定

一
三

二
九
頁
）

承
久
の
合
戦
に
そ
こ
ば
く
の
真
言
師
の
い
の
り
候
し
が
、
調

Ｉ
Ｕ

、
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伏
せ
ら
れ
給
し
権
の
大
夫
殿
は
か
た
せ
給
、
後
鳥
羽
院
は
隠

岐
の
国

へ
、
御
子
天
子
は
佐
渡
の
嶋

々
へ
調
伏
し
や
り
ま
い

ら
せ
候
ぬ
。
結
句
は
野
千
の
な
き

（鳴
）
の
己
が
身
に
を
う

る
や
う
に
、
還
著
於
本
人
の
経
文
に
す
こ
し
も
た
が
わ
ず
。

（
『
撲
時
抄
』
定

一
〇
四
五
頁
）
。
他
、
八
八
四
～
五

・
一

二
三
六

。
一
三
〇
四

・
一
三
二
九

・
一
三
八
八

・
一
八
四
二

・
一
八
八
六
頁

Ｋ
、
隠
岐
の
法
皇
、
世
を
か
ま
く
ら
に
と
ら
れ
た
る
事
を
口
を
し

と
を
ば
し
て
、
叡
山

・
東
寺
等
の
高
僧
等
を
か
た
ら
ひ
て
、

義
時
が
命
を
め
し
と
れ
と
行
ぜ
し
也
。
此
事

一
年
二
年
な
ら

ず
、
数
年
調
伏
せ
し
に
、
権
大
夫
殿
は
ゆ
め
ゆ
め
し
ろ
し
め

さ
ざ
り
し
か
ば

一
法
も
行
給
は
ず
、
叉
行
と
も
叶
べ
し
と
も

を
ぼ

へ
ず
あ
り
し
に
、
天
子
い
く
さ
に
ま
け
さ
せ
給
て
、
隠

岐
国

へ
つ
か
は
さ
れ
さ
せ
給
。

（
『
高
橋
入
道
殿
御
返
事
』

定

一
〇
八
九
～
九
〇
頁
）
。
他
、
定
八
八
四

・
一
五
八
四
頁

遺
文
中
に
み
ら
れ
る
聖
人
の
義
時
に
関
す
る
記
述
を
Ｈ
群
か
ら

Ｋ
群
ま
で
に
分
類
し
た
。

Ｈ
群
に
属
す
る
文
に
お
い
て
は
、
本
来
、
上
皇
の
所
従

・
民

・

家
人
で
あ
る
べ
き
位
置
の
者
が
、
主
た
る
上
皇
を
倒
し
た
と
い
う

義
時
の
行
動
を
、
単
に
歴
史
的
事
実
と
し
て
述
べ
て
い
る
の
で
あ

スυ
。

ｌ
群
に
属
す
る
文
に
お
い
て
は
、
謗
法
と
い
う
宗
教
的
な
問
題

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
義
時
の
人
格
を
伺
わ
せ
る
言
葉
と
し
て

「
文
武
き
は
め
尽
せ
し
人
」
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

Ｊ
群
の
文
に
お
い
て
は
、
承
久
の
乱
に
お
け
る
義
時
勝
利
の
根

拠
を
、
上
皇
方
の
謗
法
に
求
め
る
の
で
あ
る
。

Ｋ
群
の
文
に
お
い
て
は
、
義
時
は
上
皇
方
に
真
言
に
よ
る
調
伏

を
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
義
時
の
方
は
調
伏
祈
蒔
は
行
な
わ
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
を
特
筆
し
て
い
る
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

以
上
、
概
観
し
た
よ
う
に
、
Ｈ
群
と
ｌ
群
に
属
す
る
文
に
お
い

て
は
、
単
な
る
歴
史
的

ｏ
人
格
的
な
面
か
ら
の
義
時
評
価
が
伺
え

る
の
で
あ
る
。
殊
に
人
格
的
評
価
と
し
て
、
「
文
武
き
は
め
尽
せ
し

人
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
国
主
と
し
て
の
才
覚
を

有
し
て
い
た
人
物
と
い
う
意
味
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
い

ず
れ
に
せ
よ
、　
こ
れ
ら
の
文
中
に
は
、　
聖
人
が

義
時
を

「
正
直

者
」
と
し
た
具
体
的
な
記
述
は
見
出
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
Ｊ
群

・
Ｋ
群
に
属
す
る
文
に
お
い
て
は
、
承
久
の
乱
と

い
う
歴
史
的
事
件
を
、
宗
教
的
な
次
元
か
ら
把
握
し
よ
う
と
す
る

中
に
、
聖
人
の
義
時
評
価
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
義

時
の
勝
因
を
上
皇
方
の
謗
法
に
求
め
る
の
で
あ
る
。
殊
に
義
時
は
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調
伏
祈
蒔
を
さ
れ
な
が
ら
も
、
自
身
は
そ
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る

こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
為
に
調
伏
祈
蒔
を
行
な
わ
な
か

っ
た
。
そ

の
こ
と
が
返

っ
て
謗
法
を
犯
さ
ず
に
す
み
、　
一
方
の
上
皇
方
は
、

謗
法
に
よ

っ
て

「
還
著
於
本
人
」
の
経
説
通
り
、
自
ら
敗
北
の
道

を
辿

っ
た
と
み
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
指
摘
す
べ
き
こ
と
は
、
聖

人
は
、
上
皇
方
は
明
ら
か
に
謗
法
を
犯
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

義
時
は
邪
法
に
よ
る
調
伏
と
い
う
積
極
的
な
謗
法
行
為
を
行
な
わ

な
か

っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
が
、　
一
方
、
頼
朝
に
み
ら
れ
た
よ
う

な
積
極
的
な
法
華
経
信
仰
が
あ

っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、　
一
切

論
じ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
遺
文
中
に
お
い
て
は
、
義
時
の
法
華
経
信
仰
の

有
無
は
不
明
で
あ
る
が
、
真
言
密
教
と
い
う
邪
法
を
信
仰
し
て
い

な
い
、

「
謗
法
の
人
な
ら
ぬ
」
で
あ

っ
た
が
故
に
、
聖
人
は
義
時

を
肯
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
謗
法
を
行
な
わ
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
敗
北
者
隠
岐
法
皇
に
相
い
対
し
て
、
頼
朝

の
場
合
と
同
様
に
、
勝
利
者
＝
八
幡
の
百
王
守
護
の
誓
願
に
適

っ

た
者
＝

「
正
直
者
」
と
評
価
し
た
根
拠
な
の
で
あ
ろ
う
。

０
　
聖
人
の
後
鳥
羽
上
皇
に
対
す
る
評
価

Ｌ
、
後
鳥
羽
院
御
宇

（
『
立
正
安
国
論
』
定
二

一
四
頁
）
。
他
、

定
二

一
九

・
四
二
三

・
九
〇
七

・
一
四
六
二

・
一
四
六
七
頁

Ｍ
、
隠
岐
法
王
は
日
本
国
の
あ
る
じ
、
右
京
の
権
大
夫
殿
に
せ
め

ら
れ
さ
せ
給
て
、
島
に
て
は
て
さ
せ
給
ぬ
。

（
『
上
野
殿
御

返
事
』
定

一
八
六

一
頁
）
。
他
、
定
八
八

一
・
一
八
七
八
～

九
頁

Ｎ
、
此
鎌
倉
の
御

一
門
の
御
繁
昌
は
義
盛
と
隠
岐
法
皇
ま
し
ま
さ

ず
ん
ば
、
争
か
日
本
の
主
と
な
り
給
べ
き
。

（
『種
種
御
振

舞
御
書
』
定
九
七
二
頁
）

０
、
隠
岐
法
皇
は
天
子
也
。
権
大
夫
殿
は
民
ぞ
か
し
。

（中
略
）

い
か
な
り
け
れ
ば
公
家
は
ま
け
給
け
る
ぞ
。
此
は
偏
に
只
事

に
は
あ
ら
ず
ｏ
弘
法
大
師
の
邪
義
、
慈
覚
大
師
、
智
証
大
師

の
僻
見
を
ま
こ
と
と
思
て
、
叡
山

。
東
寺

・
園
城
寺
の
人
々

の
鎌
倉
を
あ
だ
み
給
し
か
ば
、
還
著
於
本
人
と
て
其
失
還
て

公
家
は
ま
け
給
ぬ
。
（
『
種
種
御
振
舞
御
書
』
定
九
七
九
頁
）

承
久
調
伏
上
衆
慈
円
僧
正
は
第
六
十
二
代
並
五

・
九

・
七
十

一
代
の
四
代
の
座
主
、
隠
岐
法
皇
御
師
也
。

（
『
神
国
王
御

書
』
定
八
八
九
頁
）

真
言
宗
が
こ
と
に
此
国
と
た
う
ど

（唐
土
）
と
を
ば
ほ
ろ
ぼ

し
て
候
ぞ
。

（中
略
）
八
幡
大
菩
薩
の
百
王
の
ち
か
い
も
や

ぶ
れ
て
、
八
十
二
代
隠
岐
の
法
王
、
代
を
東
に
と
ら
れ
給
し

は
、
ひ
と

へ
に
三
大
師
の
大
僧
等
が
い
の
り

（祈
）
し
ゆ

へ

に
、
還
著
於
本
人
し
て
候
。
関
東
は
此
悪
法
悪
人
を
対
治
せ

Ｐ

、

Ｑ
、
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し
ゆ

へ
に
、
十
八
代
を
つ
ぎ
て
百
王
に
て
候
べ
く
候

つ
る
を

（
『
三
沢
抄
』
定

一
四
四
九
頁
）
。
他
、
定

一
三
五
九
頁

遺
文
中
に
み
ら
れ
る
、
聖
人
の
後
鳥
羽
上
皇
に
関
す
る
記
述
を

Ｌ
群
か
ら
Ｑ
群
に
分
類
し
た
。

Ｌ
群
に
属
す
る
文
で
は
、

「後
鳥
羽
院
」
と
い
う
表
現
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
で
は
、
総
て

「
隠
岐
法
皇
」
と

い
う
表
現
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
後
鳥
羽
院
」
と
い
う
場

合
は
、
総
て
年
代
を
示
す
場
合
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
の
で
あ
る
。

Ｍ
群
に
属
す
る
文
で
は
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
、
日
本
国
の
主

で
あ
る
隠
岐
法
皇
が
、
所
従
で
あ
る
義
時
に
敗
北
し
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ｎ
群
の
文
か
ら
は
、
鎌
倉
幕
府
打
倒
を
謀

っ
た
が
、
返

っ
て
幕

府
に
政
権
を
許
し
て
し
ま

っ
た
張
本
人
と
し
て
、
隠
岐
法
皇
を
と

ら
え
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。

０
群
に
属
す
る
文
で
は
、
隠
岐
法
皇
の
承
久
の
合
戦
で
の
敗
因

を
、
真
言
密
教
の
重
用
と
い
う
謗
法
に
よ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

Ｐ
群
の
文
で
は
、
真
言
密
教
に
傾
倒
し
た
天
台
座
主
慈
円
と
隠

岐
法
皇
の
関
係
を
述
べ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
法
皇
を
し
て
、

謗
法
者
で
あ

っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ｑ
群
に
属
す
る
文
か
ら
は
、
八
幡
神
の
百
王
守
護
の
誓
願
に
対

し
て
、
隠
岐
法
皇
は
謗
法
に
よ

っ
て
、
百
王
の
内
か
ら
除
外
さ
れ

そ
の
結
果
、
王
法
を
尽
き
さ
せ
た
人
物
と
し
て
み
て
い
る
こ
と
が

伺
え
る
。

以
上
、
概
観
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
Ｌ
群
か
ら
Ｎ
群
に
属
す

る
文
で
は
、
歴
史
的
な
面
か
ら
後
鳥
羽
上
皇
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
殊
に
こ
こ
で
は
、
承
久
の
乱
と
い
う
歴
史

的
事
実
に
立
脚
し
、
そ
の
敗
北
者
で
あ
り
、
政
権
を
完
全
に
義
時

に
奪
取
さ
れ
た
国
王
と
い
う
の
が
、
聖
人
の
後
鳥
羽
上
皇
評
価
で

あ

っ
た
。
そ
れ
故
、

「
妄
語
の
人
」
と
評
価
し
た
、
人
格
的
な
面

か
ら
の
、
具
体
的
根
拠
は
見
出
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
Ｏ
群
か
ら
Ｑ
群
に
属
す
る
文
に
お
い
て
は
、
義
時
の
場

合
と
同
様
に
、
承
久
の
乱
と
い
う
歴
史
的
事
件
を
、
宗
教
的
次
元

か
ら
把
握
す
る
中
に
、
聖
人
の
隠
岐
法
皇
評
価
が
伺
え
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
日
本
国
の
王
で
あ
り
、
八
幡
の
百
王
思
想
か
ら

す
れ
ば
、
本
来
、
神
の
加
護
を
受
け
る
は
ず
で
あ

っ
て
、
自
ら
も

仏
教
に
帰
依
す
る
身
で
あ
る
。
そ
の
上
、
合
戦
の
折
に
は
真
言
密

教
に
よ
る
祈
蒔
ま
で
修
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
果
は
臣
下

の
身
で
あ
り
、
更
に
は
、
何
ら
神
仏

へ
の
祈
願
を
行
な
わ
な
か

っ

た
と
す
る
義
時
に
完
全
に
敗
北
し
た
、
と
い
う
矛
盾
を
解
明
し
て

行
く
と
こ
ろ
に
、
聖
人
の
法
皇

へ
の
評
価
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
こ
の
追
求
の
結
果
、
隠
岐
法
皇
を
真
言
密
教
を
重
用
す

る
謗
法
者
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
謗
法
の
故
に
、
祈
蒔
を
修
す

る
ほ
ど
罪
を
重
く
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
正
法
受
持
者
を
守
護
す

る
八
幡
大
菩
薩
も
、
法
皇
の
頂
を
離
れ
て
、

「謗
法
な
ら
ぬ
」
義

時
の
方
に
移
り
、
そ
れ
故
に
招
来
し
た
結
果
と
、
聖
人
は
捉
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
聖
人
が
隠
岐
法
皇
を
、
義
時
と
相
い

対
し
て
、
隠
岐
法
皇
＝
謗
法
者
＝
八
幡
菩
薩
が
最
も
嫌
う
不
正
直

者

（「妄
語
の
人
し

と
評
価
す
る
根
拠
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

む
　
す
　
び

聖
人
の

「
正
直
」
の
概
念
を
考
察
す
る

一
環
と
し
て
、

『諫
暁

八
幡
抄
』
Ｌ
小
さ
れ
た
、
頼
朝

・
義
時

・
隠
岐
法
皇
の
三
者
の
評

価
の
根
拠
を
、
遺
文
よ
り
小
考
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
各
人
の

歴
史
的
行
動
の
記
述
や
人
格
的
評
価
の
面
か
ら
は
、
具
体
的
根
拠

を
見
出
せ
な
か
っ
た
。
聖
人
の
場
合
、

「
正
直
」
と
は
総
て
法
華

経
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
謗
法
を
犯
か
し
た
か
否
か
が
、
そ
の
決

定
条
件
で
あ

っ
た
。

『諌
暁
八
幡
抄
』
等
に
お
い
て
は
、
聖
人
は

朝
廷
か
ら
幕
府

へ
の
政
権
移
行
と
い
う
歴
史
的
事
実
が
内
包
し
て

い
る
矛
盾
を
、
法
華
経
的
立
場
か
ら
追
求
し
た
結
果
、
国
王
の
資

格
は
、
法
華
経
に

「
正
直
」
か
否
か
に
よ
っ
て
決
定
す
る
と
い
う

結
論
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
矛
盾
は
氷
解
し
た
の
で
あ

っ

た
。こ

の
よ
う
に
、
聖
人
に
お
い
て
は
、

「
正
直
」
と
は
、
単
な
る

世
間
的
倫
理
で
は
な
く
、
法
華
経
的
絶
対
世
界
に
立
脚
し
た
、
宗

教
倫
理
と
し
て
昇
華
さ
れ
て

い
る
こ
と
が

確
認

で
き
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
人
物
や
或
は
歴
史
自
体
を
評
価
す
る
場
合
も
、
こ

の
法
華
経
的
倫
理
に
よ

っ
て
判
断
を
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
法
華
経
的
倫
理
は
、
本
論
の
冒
頭
に

「
日
蓮

一
人
計

こ
そ
世
間

・
出
世
正
直
の
者
」
と
い
う
文
を
提
示
し
た
よ
う
に
、

決
し
て
世
間
的
倫
理
と
乖
離
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
改
め
て
問
題
に
な
る
こ
と
は
、
法
華
経
的

「
正
直
」

の
倫
理
と
は
具
体
的
に
如
何
な
る
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

聖
人
の
い
う
法
華
経

へ
の
絶
対
帰
依
を
基
盤
と
し
た

「
正
直
」
と

は
、
ど
の
よ
う
に
実
践
す
る
こ
と
か
と
い
う
問
題
が
、
新
た
に
問

わ
れ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註

※
　
本
文
中
の
日
蓮
聖
人
遺
文
は
、

『昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
か

ら
引
用
し
、
頁
数
は

（定
―
頁
）
と
し
て
、
引
用
文
下
に
付
記
し

た
ｏ

（
１
）

和
辻
哲
郎
著

『
日
本
倫
理
思
想
史
』
上
巻
二
頁

（
２
）

同
右
三
七
〇
―
二
頁
、
同
下
巻
四
六
―
六
五
頁

（
３
）

村
岡
典
嗣
著

『
日
本
思
想
史
研
究
』
巻
三
　
一ハ
０
２
七
三
頁
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（
４
）

内
藤
晃
稿

「
三
社
託
宣
に
関
す
る
諸
問
題
」

（
『中
世
文
化
史
研

究
』
所
収
）
四
五
―
八
八
頁

（
５
）

取
り
上
げ
る
遺
文
は
、
真
蹟
現
存
、
曾
存
、
断
簡
、
直
弟
写
本
に

限
っ
た
ｏ

（
６
）
　

『光
日
房
御
書
』
に

「天
照
大
神

・
正
八
幡
官
は
此
国
に
を
は
せ

ぬ
か
ｏ
仏
前
の
御
起
請
は
む
な
し
く
て
、
法
華
経
の
行
者
を
ば
す

て
給
か
」

（定

一
一
五
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
天
照

・

八
幡
を
聖
人
は
法
華
経
行
者
守
護
の
神
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で

あ
る
ｏ
尚
、
聖
人
の
神
祗
観
に
つ
い
て
は
、
藤
井
学
氏

「
日
蓮
と

神
祗
」

（
『
日
本
史
研
究
』
四
四
所
収
）
や
、
高
木
豊
氏

「鎌
倉

仏
教
に
お
け
る

〈神
〉
の
観
念
」

（桜
井
徳
太
郎
編

『
日
本
宗
教

の
複
合
的
構
造
』
所
収
）
等
に
詳
細
に
論
述
さ
れ
て
い
る
ｏ

（
７
）

聖
人
に
お
け
る

八
幡
神
の
百
王
思
想
は
、　
百
王
守
護
の
誓
願
と

「以
二正
直
之
人
頂
一為
レ栖
」
と
の
誓
願
と
を
融
合
さ
せ
、
「
正
直
」

の
王
百
人
を
守
護
す
る
と
い
う
も
の
で
、
聖
人
独
自
の
百
王
思
想

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
ｏ
ま
た
、
当
時

一
般
に
は
、
百
王
守
護
の
誓

願
は
天
照
太
神
に
も
有
す
も
の
と
さ
れ
て
い
た
ょ
う
で
あ
る
が
、

聖
人
の
場
合
は
、
そ
れ
を
認
め
つ
つ
も
、
殊
に
八
幡
神
の
方
を
強

調
し
て
い
る
ｏ
尚
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
高
木
豊
氏

「鎌
倉

仏
教
に
お
け
る
国
王
の
イ
メ
ー
ジ
ー
日
蓮
を
中
心
に
―
」

（家
永

二
郎
教
授

退
官
記
念
論
集
第

一
巻

『古
代

・
中
世
の
国
家
と
思

想
』
所
収
）
等
に
詳
細
に
論
述
さ
れ
て
い
る
ｏ
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